
 

聖霊降臨後第十二主日 （２０２５年８月３１日） 
 

※礼拝中に起立の部分がありますが、お体の悪い方はご無理をなさらず、着席のままで結構です。 

 

開会の部 

前  奏 

初めの歌       ♪１５０ “つきぬ恵み” （1～4節） 

み名による祝福～罪の告白～ゆるしの祈願          式文１ページ 

詩編交読         詩編１１２編 

 

 

            ※別紙をご覧ください。 

 

 

 

グロリア パトリ / キリエ                       式文２ページ 

グロリア                                式文３ページ 

 

みことばの部 

祝福の挨拶                              式文４ページ 

 

主日の祈り 

神様。わたしたちは、ただあなたの恵みのよってのみ、救われます。 

思い上がりを捨て、あなたへの恐れと感謝を胸に、互いに助け合って 

歩むことができますように。 

救い主、主イエス・キリストによって祈ります。    アーメン 

 

 

 

第 1朗読日課  箴言 25：6～7a                 (旧約 1024 頁) 

第 2朗読日課  ヘブライ人への手紙 13：1～8，15～16  (新約 418頁) 

ハレルヤ唱                             式文 5ページ 

福音書の朗読  ルカによる福音書 14：1,7～14         （新約 136頁） 

みことばの歌       ♪１８１ “ここにいます” （1～3節）  

説  教        『ここにいます』  北川逸英師 

信仰の告白            ニケア信条               式文６ページ 

奉献の部    ※ 神への感謝です。ご用意のない方も感謝の心をささげてください。 

祝福の挨拶～奉献(献金)～奉献唱                式文７ページ 

奉献の祈り                               式文 8ページ  

聖餐の部 

聖餐の歌        ♪２６５ “ああ主よ、主イエスの” 

聖餐の序詞～サンクトゥス～設定                  式文９ページ 

主の祈り                                 式文１０ページ 

平和の挨拶～アグヌス・デイ～聖餐への招きと陪餐の感謝  式文１１ページ 

派遣の部  

祝福の挨拶～ヌンク・ディミティス                 式文１３ページ 

教会の祈り                 武藏聖子 

祝  福                                式文１４ページ 

終わりの歌         ♪ ３４７ “きよきこころ” （1～4節） 

後  奏 

 

日本ルーテル教団 飯能ルーテル教会 
責任教職 髙野公雄牧師 

〒357-0033 埼玉県飯能市八幡町 20-9 

電話/Fax 042-972-5774 

Mail: nrkhanno1517@gmail.com  HP: https//kirakira2020.jp/ 

Facebook: www.facebook.com/飯能ルーテル教会 
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詩編  112編 

 

ハレルヤ。いかに幸
さいわ

いなことか、主
しゅ

を畏
おそ

れる人
ひと

。 

     主
しゅ

の戒
いまし

めを深
ふか

く愛
あい

する人
ひと

は。 

彼
かれ

の子
し

孫
そん

はこの地
ち

で勇
ゆう

士
し

となり、まっすぐな人
ひと

々
びと

は祝
しゅく

福
ふく

される。 

     彼
かれ

の家
いえ

には多
おお

くの富
とみ

があり、彼
かれ

の良
よ

い業
わざ

は永
えい

遠
えん

に残
のこ

る。 

まっすぐな人
ひと

には闇
やみ

の中
なか

にも光
ひかり

が昇
のぼ

る、 

     憐
あわ

れみに富
と

み、情
なさ

け深
ふか

く、正
ただ

しい光
ひかり

が。 

憐
あわ

れみ深
ふか

く、貸
か

し与
あた

える人
ひと

は良
よ

い人
ひと

。 

     裁
さば

きのとき、彼
かれ

の言
こと

葉
ば

は支
ささ

えられる。 

主
しゅ

に従
したが

う人
ひと

はとこしえに揺
ゆ

らぐことがない。 

     彼
かれ

はとこしえに記
き

憶
おく

される。 

彼
かれ

は悪
あく

評
ひょう

を立
た

てられても恐
おそ

れない。 

     その心
こころ

は、固
かた

く主
しゅ

に信
しん

頼
らい

している。 

彼
かれ

の心
こころ

は堅
けん

固
ご

で恐
おそ

れることなく、ついに彼
かれ

は敵
てき

を支
し

配
はい

する。 

     貧
まず

しい人
ひと

々
びと

には
       

ふるまい与
あた

え、その恵
めぐ

みのみ業
わざ

は永
えい

遠
えん

に残
のこ

る。 

彼
かれ

の角
つの

は高
たか

く上
あ

げられて、栄
えい

光
こう

に輝
かがや

く。 

     神
かみ

に逆
さか

らう者
もの

はそれを見
み

て 憤
いきどお

り、歯
は

ぎしりし、力
ちから

を失
うしな

う。 

神
かみ

に逆
さか

らう者
もの

の野
や

望
ぼう

は滅
ほろ

びる。 
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